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我々の宇宙のほとんどの成分を占めるとされる暗黒成分については、未だにわかっていないことが多い。しか
し、そのような暗黒成分を必要とせずに、現在の宇宙像を再現できるかもしれないGhost condensationという理
論が存在する。
この理論は、ゲージ場に対するHiggs mechanismを重力に応用したもので、ローレンツ不変性を自発的に破り、

重力を長距離・長時間で変更する。これを実現するスカラー場のエネルギーは、凝縮点付近でダークマター的に
振舞う項と、凝縮点で宇宙定数的に振舞う項があり、興味深い性質を持っている。
しかし、このモデルが一様等方フリードマン宇宙でどのように振舞うか、また揺らぎがどのように振舞うかは

おおまかにしかわかっていないため、調べる必要がある。本研究では、重力変更の影響が顕著にならないスケー
ルに着目し、まずこのモデルが暗黒成分を説明できるかどうかを示す。結果として、fine tuning問題はさけられ
ないことが分かった。二つめにこのモデルがダークマターとしてのみ振舞う状況を考えた場合、物質優勢期に音
速が膨張に対して cs ∝ a

−3/2と振舞うことを用い、宇宙の構造形成スケールよりどのようにパラメータを制限す
ることができるかという結果について示す。


